
土浦市内のそれぞれの施設でも地域貢献活動を行ってお
り、それなりの成果を上げてはいたが、どうしても規模面、
時間面で制約があり、真に市民のためになる活動は難しかっ
た。しかし全施設が結束して協力できれば、種別の異なる30
以上の施設が市内に適当に散在し多くの職員を抱えているの
で、専門性もあり様々な地域貢献活動が出来るのではないか、
と考えたことが発端である。一番難しいニーズの把握は、土
浦市社会福祉協議会に窓口になっていただければ実質的要望
事項を把握しやすいと考え、このネットワークの活動に協働
いただくこととなった。
平成18年頃から、幾つかの施設と話し合いを始め、平成19
年に会則・規約も出来上がり、土浦市の全ての社会福祉法人
の施設が加盟し、地域貢献を行う組織が立ち上がった。土浦
市長・市議会議長・福祉部長などお歴々にもご参加願い、平
成19年10月に発会式に漕ぎ着けた。また同日にはバザーを行
い、売上金総額を土浦市に寄付して、地域貢献の幕開けとな
った次第である。

※平成20年度の活動を列挙
７月・発達障害児支援、特別支援教育シン

ポジウム開催時の保育ボランティア
・訪問介護養成講座実習時講師派遣及
び実習生受け入れ

８月・青少年ワークショップ参加者の受け
入れ
・心身障害児交流キャンプヘの協力支援

10月・赤い羽根共同募金（街頭募金）活動
へ全施設から参加
・チャリティーバザーの実施（全施設
参加）並びに土浦市善意銀行に寄付

12月・平成20年度防災ボランティアリーダ
ー研修の実施

実施内容

活動実施の背景、実施にいたった理由
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○団体設立年／平成19年

○団体構成

土浦市民間社会福祉施設協議会の構成：31施設
（平成21年４月現在）
（内訳）
児童養護施設…３、保育所…８、 特養・デイ
サービス・ケアハウス等介護関係施設…13
障害者福祉関係施設…６、介護・障害者福祉関
係施設…１
※次頁の一覧参照

○設立目的

土浦市内の社会福祉法人施設が，相互に情報を交
換し，業種の異なる施設間の連携を深めるととも
に，地域福祉の更なる発展に寄与することを目的
とする。

○活動内容

◇活動開始年：平成19年10月
◇活動の対象者：
土浦市民
◇活動の頻度・時間：
必要に応じ随時

土浦市民間社会福祉施設協議会 〒300-0055 茨城県土浦市殿里20（事務局：社会福祉法人 窓愛園）
TEL：029-821-0392 FAX：029-821-5018

土浦市内の民間社会福祉施設が有機的連携し、
地域貢献活動・防災協力等の事業を実践する
単一の法人での地域貢献の難しさを痛感し、土浦市や福祉団体の様々な協力要請に出来るだけ即応できる貢献活動、並びに防災協力

など広範囲の規模を必要とする事業にポイントを置き、チャリティーバザーや防災ボランティア研修等を行っている。土浦市社会福祉
協議会と連携することで、地域のニーズ把握も可能となっている。

茨城県

法人間連携の取り組み［種別横断］

協働

協働
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平成21年２月・民間社会福祉施設職員の集い（ボ
ウリングと交流会 99名参加）防災
・ボランティア研修会

設立準備中は「地域貢献」の重要性について認
識の差が大きく、慣れない施設もあり、施設長の
中には「何の意味があるの？」、「参加者の日当
は？」、「お弁当ぐらい出ないと職員は参加しない」
等の異論も多く出された。しかし、バザー等が始
まり、職員各位が嬉々として活動しているのを見
て、納得され協力いただけるようになった。
赤い羽根街頭募金で職員は皆、100円ご寄付い

ただくことが如何に大変かを感じることができた
と思う。何時も異なる施設種別との共同作業が多
いので、お互いの距離も随分縮まったと感じる。
また、何より地方分権が益々進む一方で、地方の
福祉行政に機動力が十分に伴っていかない問題も
あり、専門集団である我々への期待も高いと思わ
れる。

（１）地域ふれあい事業（サロン活動等）
これからの社会福祉施設は、積極的な地域貢献
が求められる。この事業では、例えば市内の各施
設を４～５ブロックに分け、そのブロック毎に地
域内施設が共同して地域住民との交流事業を企画
実行する。
（２）地域防災ボランティア計画の策定
市役所、消防、警察等と連携し、ボランティア
としての人員のみならず、施設・機材等で、どの
様な協力が出来るのか検討する。また、施設に余
力があれば受け入れも検討し、地域での存在感を
示す。

（３）職員の資質向上に向けた「研修・勉強会」
の開催
土浦市の福祉計画・地域の実情等につき、行政
の話を聞き、会員相互に業種を超えた情報交換を
行う。

今後の課題及び展開

活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）


